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自 平成３０年 １月 １日 

至 平成３０年１２月３１日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成３０年１２月３１日 

 

 

一般社団法人ｇｉｄ．ｊｐ日本性同一性障害と共に生きる人々の会 

（法人番号 6010705001617） 

  



 

概要 

 

平成３０年期には、理事等で一致団結してコスト削減と収支の改善を図るとともに、弊法

人の公益目的に照らしながら事業内容の整理を行いました。そのため、経常収益・経常費用

ともに減額しました。こうしたなかでも、正味財産は前年期末から２万２千５２７円増加し

ています。平３０年期正味財産期末残高については、管理費ならびに事業費の繰越金として

平成３１年期会計に組み入れ、本法人の存続と公益目的事業の推進、その他の事業の展開な

どのため、適切に使用します。 

平成３０年期は、平成２９年期に引き続き、会員等にとっても最も身近と思われる支部の

活動状況についても開示することが望ましいと考え、事業所別の損益計算書を掲載してい

ます。正味財産計算書は、前年比較と内訳とで２種を用意しました。貸借対照表については

従来通りです。各表において、平成２９年期と平成３０年期と２期連続で計上額が０円かつ

以後も計上される見込みのない勘定科目については、将来的な科目廃止を見越して記載を

省略しています。平成２９年期から顧問税理士の変更はありません。 

 

平成２９年期と勘定科目や額面が大きく異なる点について、以下に説明します。 

 

「平成３０年期 貸借対照表」について 

Ⅱ 未払金 増額しています。会計業務の負担軽減を目的に、クレジットカー

ドによる支払いを部分的に導入しました。 

 

「平成３０年期 正味財産増減計算書（前年比較）」について 

⑴ ① 会費収入 減額しています。法律および弊法人定款に定められた必要情報の

登録を行わない者について、正会員資格を廃止したため、正会員

数が減少しました。 

⑴ ② 参加費収入 

 

減額しています。交流会の開催回数が減少しています。１回の交

流会あたりの参加人数も減少傾向にあります。フォーラムや講演

会など、交流会以外のイベントを開催しませんでした。 

⑴ ② 協賛金収入 協賛金を募るようなイベントを開催していません。 

⑴ ② 講師派遣収入 講師派遣依頼の件数が１件のみでした。 

⑴ ② 原稿料収入 東京社会保険労務士会の会報に寄稿し、原稿料を得ました。 



⑴ ③ 寄附金収入 必要経費の不足を補うために代表が寄付しなければならない金額

が減少しました。 

⑵ ① 会場費 交流会の開催回数が減少しています。交流会開催場所を工夫する

ことで 1 回あたりの費用が削減されました。 

⑵ ① 支払報酬料 講師を招いた交流会を開催しませんでした。 

⑵ ② 通信費 レンタルサーバー契約を安価なものに変更しました。 

⑵ ② 地代家賃 有志の会員により事務所地の無料提供を受けています。 

⑵ ② 租税公課 滞納分の支払いが平成２９年期で完了しました。 

 

  



 

平成３０年期 貸借対照表 

 

 

  



 

平成３０年期 正味財産増減計算書（前年比較） 

  



 

平成３０年期 正味財産増減計算書（内訳） 

 

  



 

平成３０年期 事業所別損益計算書 

 

  



 

財務諸表に対する注記 

消費税等の会計処理は税込方式によっております。 

 

以下余白 


